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稿
や
校
正
か
ら
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ど
る

　古こ

川せ
ん
り
ゅ
う

柳
研
究
家
の
歩
み
　

新収蔵資料一覧

「誹風栁樽講義 二篇 第一稿」（部分）。書込みから
推敲の過程がうかがえる
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　荘
島
町
出
身
で
、
日
本
三
大
古
川

柳
研
究
家
の
一
人
で
あ
る
西
原
柳
雨

（
１
８
６
５
〜
１
９
３
０
）
が
作
成
・
収

集
し
た
資
料
群
で
す
。
柳
雨
は
43
年
間
の

教
壇
生
活
の
傍
ら
で
古
川
柳
の
研
究
を
続

け
、そ
の
大
家
と
し
て
名
を
馳
せ
ま
し
た
。

　資
料
群
は
、
柳
雨
が
手
掛
け
た
川
柳
関

連
書
籍
の
原
稿
・
校
正
綴つ

づ
り
、
研
究
資
料

と
し
て
蒐

し
ゅ
う
し
ゅ
う
集
し
た
と
み
ら
れ
る
、
江
戸
時

代
後
期
か
ら
明
治
時
代
の
写
本
や
版
本
な

ど
計
54
点
か
ら
成
り
ま
す
。
原
稿
の
内
容

は
、
古
川
柳
の
歴
史
に
関
す
る
論
考
、
川

柳
句
の
紹
介
と
解
説
、
川
柳
作
成
に
必
要

な
用
語
や
語
句
の
説
明
な
ど
で
す
。
柳
雨

の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
は
、
川
柳
句
の
表

現
か
ら
、
東
京
の
芸
術
文
化
と
川
柳
と
の

関
係
性
を
紐
解
く
こ
と
で
し
た
。

　校
正
綴
り
は
、
大
半
が
下し
た
ず摺

り
を
と

じ
た
も
の
で
す
が
、「
誹

は
い
ふ
う
や
な
ぎ
だ
る

風
栁
樽
講
義 

二

篇 

第
一
稿
」
と
題
さ
れ
た
冊
子
の
中
身

は
手
書
き
の
原
稿
で
、
初
篇
・
二
篇
を
１

冊
に
し
て
刊
行
す
る
構
想
で
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
文
内
容
は
こ
の
第
一
稿
を

踏
襲
し
つ
つ
、
刊
行
計
画
は
変
更
さ
れ
、

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
に
初
篇
の
み
が

『
誹は

い
ふ
う風
柳や

な
ぎ
多だ

留る

講
義 

初
篇
』（
岩
波
書
店
）

と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
柳
雨
が
教
員
時
代
に
自
身
の
教

材
と
し
て
編
集
し
た
と
思
わ
れ
る
「
教

科
書
用 

植
物
学
原
稿
」
も
残
り
、
動
物
・

植
物
科
の
教
員
と
し
て
の
一
面
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
柳
雨
の

業
績
や
活
動
を
た
ど
る
う
え
で
重
要
な
資

料
で
す
。

柳雨が手掛けた原稿・校正綴り


